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　2013年9月16日（月）から19日（木）にかけて、残暑の
残る東京池袋の東京芸術劇場にて、第2回「美術の祭典
　心を打つアート展」が開催されました。
　開催日初日は祝日・敬老の日でしたが、台風18号の影
響で交通機関のダイヤの乱れや運休により、遠方からの
お客様が上京できない不都合が生じました。が、会場は
連日熱心な美術愛好家の観覧により、熱気につつまれて
いました。
　特に今回は、美術をこよなく愛する来場者が多く、それ
らの方々からの質問や、感銘・感動の言葉が頻繁に聞か
れた展覧会でありました。ある中年男性は、「他の作品も
良いがこの人物像にはとても惹かれる。人物の裏にある
ものに惹き付けられる」とおっしゃり、若い２人連れの女
性たちからは「この風景画３作品の１番左の絵の紫色がと
ても好き」という声が聞こえました。
　陶芸では幾人もの方々が、360度ぐるりと周囲を回って全
体像を見て「良いね」「素晴らしい」を連発していました。
　書では、「線の力強さと間の取り方と落款のバランスが
素晴らしい」と話していた３人の中年女性。また、東京大
学の院生の方 （々日本人を含む海外からの留学生が多い
）が、地球環境問題を取り上げたアートに興味があるとの
ことで、展示されていた宇宙がテーマの作品に見入ってい
ました。
　また、観覧者が体験できる立体作品には、多くの方々
が作家の説明を聞きながら作品の中に入り、実体験をす
るということに喜びを見いだしていました。
　数年前までの展覧会と比較しますと、明らかに観覧者
の作品を見る態度が変化しています。作品毎に立ち止ま
り、凝視するように見つめている方が多く、私たちが声を
おかけするのも憚られるような緊張した雰囲気が会場全
体を覆っていました。
　誰もが真剣な眼差しで、色彩を見る、造形全体をくまな
く見る、バランス感を見る、心に残そうと見る、研究的に
見る、社会と照らし合わせて見る、時間をかけて深く見る
、等々です。
　これらはまさに、「心を打つアート展」の名にふさわし
い、観覧者の作品に対する、作家に対する真摯な眼差し
であると確信しました。
　藝術出版社が創立期から掲げている、「美術を日々の
生活に」という願いが、徐々にではありますが浸透してき
たように感じた今回の展覧会でした。
　最後に、展覧会に賛同してくださった作家の方 と々、熱
心な感想と温かい励ましをくださった来場者の方々に、
深く感謝申し上げます。
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